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四
年
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一
日
（
日
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一
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〇
～
一
二
：
〇
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会
場 

 

下
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
ホ
ー
ル 

講
師 

 

大
浦
舟
人 

（
栃
木
県
書
道
連
盟
副
会
長
） 

下
野
市
書
道
連
盟
講
話
会 

黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑 

郷
土
で
育
て
る
書
文
化 

１ 
 

下
野
市
に
遺
る
名
碑 

亀
田
鵬
齋
書 



黄
梅
寺
（
お
う
ば
い
じ
）

跡 
 

黄
梅
寺
は
江
戸
湯
島
霊
雲
寺
（
真
言
律
宗
）
の
末
寺
で
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

～
七
二
）
に
本
吉
田
を
知
行
し
た
旗
本
松
前
氏
（
松
前
泰
広
）
の
祈
願
寺
と
し
て

深
玄
律
師
が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
４
年
（
一
八
七
一
）
の
「
黄
梅
寺

境
内
麁
（
そ
）
絵
図
」
に
よ
る
と
、
境
内
に
は
本
堂
、
経
蔵
、
供
養
塔
、
宝
篋
印

塔
、
弁
天
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治 

22 

年
（
一
八
八
九
）
に
吉
田
村
が
成
立

す
る
と
、
境
内
に
明
治
31
年
（
一
八
九
八
）
ま
で
吉
田
村
役
場
が
置
か
れ
、
庁
舎

は
本
堂
や
不
動
堂
と
と
も
に
平
成
初
期
ま
で
残
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
廃

寺
と
な
っ
て
い
る
。
旧
境
内
に
は
亀
田
鵬 

齋
書
「
黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
」 

と
石
造
の
宝
篋
印
塔
が
往
時
を
偲
ば
せ
て 

い
る
。
宝
篋
印
塔
は
高
さ
4.

7
ｍ
で
、 

石
造
の
も
の
と
し
て
は
比
較
的
大
型
で
市 

内
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
蓮
華
の
請
花
上 

部
２
段
目
の
基
礎
四
面
に
は
「
享
保
二
十 

星
紀
乙
卯
仲
春
鬼
宿
日
」
と
あ
り
、
享
保 

 

20 

年
（
一
七
三
五
）
に
造
立
さ
れ
た
こ 

と
が
わ
か
る
。 

現
在
の
黄
梅
寺
跡
地
。
荒
寥
と
し
た
空
き

地
に
放
置
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
、
黄
梅
寺
第

四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
、
柘
植
の
木
が
栄

枯
盛
衰
の
感
傷
を
誘
う
。 

※

宝
篋
印
塔
と
は
墓
塔
・
供
養
塔
な
ど 

 
 

 

に
使
わ
れ
る
仏
塔
の
一
種
で
、 

「
宝
篋
印
陀
羅
尼
」
（
呪
文
）
を
内
に 

 

 

収
め
た
供
養
塔
を
い
う
。  

 







黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
八
一
七
年 

 

下
野
市
本
吉
田
） 



黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
（
一
八
一
七
年
）

の
拓
影
（
二
面
か
ら
） 









  亀
田 

鵬
斎
（
か
め
だ 

ぼ
う
さ
い 

一
七
五
二
年
～
一
八
二
六
年
） 

  

徳
川
中
期
の
儒
者
。
寶
暦
二
年
十
月
四
日
〈
九
月
十
五
日
と
も
）
江
戸

神
田
に
生
ま
れ
る
。
名
は
長
興
（
略
し
て
興
と
い
う
）
、
字
は
穉
龍
、

初
め
は
名
は
翼
、
字
は
圖
南
と
い
う
。
鵬
齋
ま
た
は
善
身
堂
と
號
し
た
。

幼
名
は
彌
吉
、
後
に
文
左
衛
門
と
稱
し
た
。
長
じ
て
井
上
金
峨
に
学
び
、

二
十
餘
歳
に
し
て
業
を
市
中
に
開
き
、
赤
坂
日
枝
神
社
の
側
、
駿
河
臺
、

本
所
出
村
、
根
岸
な
ど
に
居
を
轉
じ
、
文
化
の
初
め
よ
り
下
谷
金
杉
に

住
し
、
文
政
九
年
三
月
九
日
、
同
所
に
歿
し
た
。
年
七
十
五
。
遺
骸
は

淺
草
今
戸
正
福
寺
に
葬
る
。
人
と
な
り
豪
宕
不
覇
に
し
て
、
學
は
百
家

を
博
綜
し
て
、
識
見
甚
だ
高
か
っ
た
。
鵬
齋
の
儒
学
の
師
は
井
上
金
峨

だ
が
、
書
の
師
匠
は
三
井
親
和
と
い
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

「
亀
田
三
先
生
傳
實
私
記
」 



亀
田
鵬
齋
「
題
倪
雲
林
山
水
図
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

雲
林
山
水
図
を
み
て
題
す 

※

倪
は
睨
に
通
ず 

青
唯
好
嶂
聳
天
際 

渺
々
平
湖
咫
尺
間
。 

清
酒
三
盃
洗
塵
眼 

幽
人
閑
看
雲
林
山
。 

青
な
る
は
こ
れ
嶂
聳
の
天
際
を
好
し
と
す
。 

渺
々
た
る
平
湖
、
咫
尺
の
間
。 

清
酒
三
盃
す
れ
ば
塵
眼
を
洗
い
、 

幽
人
は
閑
か
に
し
て
雲
林
山
を
看
る
。 

嶂
聳…

高
く
険
し
く
そ
び
え
る
山 

渺
々…

広
い
水
（
湖
面
） 

平
湖…

浙
江
省
嘉
興
市
に
平
湖
市 

咫
尺…

し
せ
き
、
わ
ず
か
な
距
離 

 
 

 

空
と
湖
面
と
の
距
離
を
さ
す 

幽
人…

世
を
避
け
た
人 

［
観
星
楼
所
蔵
］ 



「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
3 

 
 

「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
10 

 
 

倭
僧
留
海
紙 

山
匠
制
雲
床
。 

懶
外
應
無
敵 

貧
中
直
是
王
。 

池
平
鷗
思
喜 

花
盡
蝶
情
忙
。 

欲
問
新
秋
計
、
菱
絲
一
畝
強
。   

疏
慵
真
有
素 

時
勢
盡
無
能
。 

風
月
雖
為
敵 

林
泉
幸
未
憎
。 

酒
材
經
夏
闕 

詩
債
待
秋
征
。 

只
有
君
同
癖 

閒
來
對
曲
肱
。 

陸 

亀
蒙
（
り
く 

き
も
う
、? 

～ 

八
八
一
年
）
は
、
中
国
・
唐
の
詩
人
。
字
は
魯
望
。 

皮 

日
休
（
ひ 

じ
つ
き
ゅ
う
、
八
三
〇
年
代 

～
八
八
三
年
）
は
、
中
国
・
唐
の
詩
人
・ 

 
 

 

 
 

 
 

 

革
命
的
社
会
派
の
学
者
。
字
は
襲
美
。
友
人
に
、
同
年
代
の
詩
人
で
あ
る 

 
 

 
 

 

陸
亀
蒙
が
お
り
、
二
人
を
合
わ
せ
て
皮
陸
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/881%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%97


写
経
に
親
し
む 

  
 

 
 

 
 

 
 

《 

般
若
心
経 
》 

下
野
市
書
道
連
盟
講
話
会 

心
の
涵
養
と
癒
や
し
の
書 

 

郷
土
で
育
て
る
書
文
化 

２ 
 

令
和
四
年
五
月
一
日
（
日
）
一
一
：
〇
〇
～
一
二
：
〇
〇 

会
場 

 

下
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
ホ
ー
ル 

講
師 

 

大
浦
舟
人 

（
栃
木
県
書
道
連
盟
副
会
長
） 



般
若
心
経
と
は 

（
宗
派
を
超
え
た
教
え
） 

 

『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
（
梵: P

rajñ
ā-p

āram
itā-h

ṛd
ay

a

、 
 

プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
・
フ
リ
ダ
ヤ
）
は
、
大
乗
仏 

 
 

 

教
に
分
類
さ
れ
る
般
若
経
典
群
の
思
想
の
核
心
を
簡
潔
に
説
い 

 

た
仏
典
。
唐
の
玄
奘
三
蔵
に
よ
る
漢
訳
。
『
般
若
心
経
』
や 

『
心
経
』
は
略
称
で
あ
る
。 

 

仏
教
の
全
経
典
の
中
で
も
最
も
短
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
古
く 

 

か
ら
日
本
の
在
家
信
者
に
愛
唱
さ
れ
る
経
典
で
、
複
数
の
宗
派 

 

に
お
い
て
読
誦
経
典
の
一
つ
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
般
若
」
は
、
事
物
や
道
理
を
見
抜
く
深
い
智
慧
、
「
波
羅
蜜 

 

多
」
が
、
悟
り
・
彼
岸
に
至
る
た
め
の
行
為
を
意
味
す
る
語
の 

 

音
写
、
「
心
経
」
が
重
要
な
教
え
（
経
）
を
意
味
し
、
「
深
い 

 

智
慧
に
よ
っ
て
悟
り
に
至
る
た
め
の
重
要
な
教
え
」
と
い
う
経 

 

題
名
と
理
解
さ
れ
る
。 

般
若 

 
 

 
 

 
 

智
惠 

波
羅
蜜
多 

 
 

 

悟
り
に
至
る(

完
成
） 

心
経 

 
 

 
 

 
 

重
要
な
教
え 



真
言
は
不
思
議
な
り
。 

観
誦
す
れ
ば
、
無
明
を
除
く
。 

一
字
に
千
理
を
含
み
、
即
身
に
法
如
を
証
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

空
海
「
般
若
心
経
秘
鍵
」 

真
言
は
不
思
議
な
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
唱
え
れ
ば 

無
智
の
闇
が
除
か
れ
る
。
一
字
一
字
は
あ
ら
ゆ
る
真
理
を
含
み
、 

そ
の
身
そ
の
ま
ま
で
仏
の
真
理
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

か
ん
じ
ゅ 

ほ
う
に
ょ 

む
み
ょ
う 

せ
ん
り 

し
ん
ご
ん 

し
る 



摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経 

観
自
在
菩
薩 

行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時 

照
見
五
蘊
皆
空 

度
一
切
苦
厄 

舎
利
子 

色
不
異
空 

空
不
異
色 
色
即
是
空 

空
即
是
色 

受
想
行
識
亦
復
如
是 

舎
利
子 

是
諸
法
空
相 

 

不
生
不
滅 

不
垢
不
浄 

不
増
不
減 

是
故
空
中 
 

無
色 

無
受
想
行
識 
無
眼
耳
鼻
舌
身
意 

無
色
声
香
味
触
法 

無
眼
界 

乃
至
無
意
識
界 

 

無
無
明
亦 

無
無
明
尽 

乃
至
無
老
死 
 

亦
無
老
死
尽
無
苦
集
滅
道 

無
智
亦
無
得 

 

以
無
所
得
故 

菩
提
薩
埵 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

心
無
罣
礙 

無
罣
礙
故 

無
有
恐
怖 

 

遠
離
一
切
顛
倒
夢
想 

究
竟
涅
槃 

三
世
諸
仏 

 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

 

故
知
般
若
波
羅
蜜
多 

是
大
神
呪 

是
大
明
呪 

 

是
無
上
呪 

是
無
等
等
呪 

能
除
一
切
苦 

 

真
実
不
虚 

故
説
般
若
波
羅
蜜
多
呪 

 

即
説
呪
日 

 

羯
諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

 

菩
提
薩
婆
訶 

 

般
若
心
経 

 

二
百
六
十
二
字 



内
容
に
つ
い
て 

 
般
若
心
経
は
、
お
釈
迦
様
の
弟
子
で
あ
る
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
と
い
う
人
物
と
、 

観
音
菩
薩
と
の
対
話
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
舎
利
子
（
し
ゃ
り
し
）
」
と
は
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
の
こ
と
で
、
「
観
自
在
菩
薩 

（
か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ
）
」
は
観
音
菩
薩
の
こ
と
で
す
。 

お
経
全
体
を
通
し
て
、
仏
教
の
基
本
で
あ
る
空
の
思
想
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
観
音
菩
薩
は
「
五
蘊
（
ご
う
ん
）
」
に
は
実
体
が
な
い
と
説
い
て
い
ま
す
。 

五
蘊
に
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
と
い
う
5
つ
の
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
人
間 

の
意
識
の
も
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
の
肉
体
や
、
感
じ 

る
こ
と
、
思
う
こ
と
、
行
う
こ
と
、
認
識
す
る
こ
と
に
は
、
す
べ
て
実
体
が
な
い 

と
い
う
の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
観
音
菩
薩
は
さ
ら
に
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
語
り
か
け
ま
す
。 

「
形
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
実
体
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
反
対
に
、
す
べ
て 

の
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。 

そ
し
て
そ
れ
は
、
人
間
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
、
と
い
い
ま
す
。 

実
体
が
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ
る
こ
と
も
、
滅
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
汚
れ
る 

こ
と
も
、
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
も
な
く
、
増
え
る
こ
と
も
、
減
る
こ
と
も
な
い
の 

で
す
。 

 

真
実
の
世
界
に
お
い
て
は
、
形
あ
る
す
べ
て
の
も
の
や
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
感
覚
も 

な
け
れ
ば
、
悩
み
や
苦
し
み
と
い
う
概
念
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
「
空
」
の
思
想
を
知
る
仏
は
、
真
理
に
目
覚
め
て
心
安
ら
か
な
存
在 

で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
。 

観
音
菩
薩
は
、
ひ
と
と
お
り
悟
り
の
境
地
に
つ
い
て
説
い
た
あ
と
、
最
後
に
真
言 

を
伝
え
ま
す
。 

 

般
若
心
経
の
終
盤
に
唱
え
る
「
羯
諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩
提
薩
婆
訶
」 

は
、
悟
り
に
至
る
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
中
村
元
・
紀
野
一
義
に
よ
る
訳
注
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
で
は
、 

“
往
け
る
者
よ
、
往
け
る
者
よ
、
彼
岸
に
往
け
る
者
よ
、
彼
岸
に
全
く
往
け
る
者 

よ
、
さ
と
り
よ
、
幸
あ
れ
”
と
い
う
形
で
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 



市
販
の
手
本
よ
り 



上
達
の
秘
訣 

 
１ 

心
を
落
ち
着
か
せ
て
書
く 

 
 

 

２ 
細
字
で
書
く
前
に
、
半
紙
に
大
き
く
習
う 

 
 

 
 

（
大
き
な
字
を
書
く
つ
も
り
で
ゆ
っ
た
り
と
書
く
） 

  

３ 

筆
を
立
て
、
始
筆
は
穂
先
か
ら
静
か
に
下
ろ
す 

  

４ 

転
折
で
は
少
し
筆
を
上
げ
て
方
向
を
変
え
る 

 
 

 

５ 

分
間
を
均
し
く
す
る 

 
 

 

６ 

行
の
中
心
を
揃
え
る 

  

７ 

敷
き
写
し
で
あ
っ
て
も
、
左
に
同
じ
手
本
を
置
い
て
書
く 

 
 

 
 



写
経
体
に
つ
い
て 

写
経
体
と
は
、
書
写
体
の
一
種
で
、
歴
代
の
様
々
な
写
経 

に
み
ら
れ
る
独
特
な
字
形
。 

茶 

蓄 

 

般 
金文 

小篆 



※

一
部 








